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待
ち
に
待
っ
た
こ
の
笑
顔

　
　今
し
か
な
い
二
十
歳
と
い
う
時
間
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〈表 紙〉
芝山町成人式にて

　タイムカプセル開封―。12歳の自分
から届いた手紙に、これからどんな返事
を書いていけるのだろう…。色褪せるこ
とのない仲間たちとの思い出を傍らに。

会
日
に
は
、
ひ
こ
う
き

の
丘
物
販
ス
ペ
ー
ス

建
設
工
事
、
小
池
地
区
区
画

整
理
事
業
調
査
等
業
務
委
託
、

川
津
場
地
区
官
民
連
携
基
盤

整
備
推
進
調
査
等
業
務
を
軸

と
し
た
総
額
約
４
４
２
４
万

円
を
追
加
す
る
令
和
３
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
等
の
６

議
案
と
、
継
続
費
繰
越
計
算

書
な
ど
を
含
ん
だ
報
告
７
件

が
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し

た
。　
続
い
て
行
わ
れ
た
一
般

質
問
に
は
、
３
名
の
議
員
が
登

壇
し
、「
子
育
て
支
援
の
新
た

な
発
想
」、「
観
光
拠
点
の
公
園

開発エリアに
新たな指針

6 月
議 会

〜第２回芝山町議会定例会のあらまし〜

整
備
」、「
第
５
次
総
合
計
画
」、

「
町
農
業
の
将
来
」、「
成
田
空

港
の
将
来
」
等
に
つ
い
て
、
活

発
な
議
論
を
展
開
し
ま
し
た
。

日
目
に
は
、
一
般
質
問

に
３
名
の
議
員
が
登
壇

し
、「
情
報
発
信
」、「
高
谷
川

新
設
道
路
」、「
水
道
事
業
」、

「
国
家
戦
略
特
区
」、「
教
育
施

設
」、「
介
護
保
険
」
等
に
つ

い
て
議
論
し
、
そ
の
後
、
６

月
定
例
会
前
ま
で
に
受
理
し

た
請
願
２
件
が
、
議
長
か
ら

の
付
託
に
よ
り
総
務
常
任
委

員
会
で
、
具
体
的
か
つ
専
門

的
に
審
査
さ
れ
、
請
願
の
２

件
全
て
採
択
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

終
日
に
は
、
６
議
案
が

そ
れ
ぞ
れ
採
決
さ
れ
、

全
て
の
議
案
が
原
案
の
と
お

り
可
決
。
ま
た
、
請
願
は
、

総
務
常
任
委
員
長
報
告
の
と

お
り
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
請
願
の
採
択
に

よ
り
議
員
発
議
に
お
い
て
提

出
さ
れ
た
意
見
書
案
２
件
が
、

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　令和３年第２回芝山町議会定例会（以下、「６月定
例会」という。）は、６月７日に招集され、６月１１日
までの５日間の会期で開催されました。

開

２

最
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【アンサーバック】役場の防災行政無線室（親局）と外部
スピーカー（子局）の双方向で通信する機能。

議案審議

○更新内容
　無線設備規則の改正により町の防災行政無線を新規格
に適合させる必要が生じ、親局は新規格に適合、子局は
※アンサーバック機能の廃止でスピーカー機能のみとな
ります。

〇補正内容
　新型コロナウイルス感染症によるひとり親家庭に対す
る助成給付金、小池地区拠点整備に係る区画整理事業調
査、川津場地区拠点整備に係る官民連携基盤整備推進調
査、空港移転代替地専用水道設計等の空港の機能強化に
関連する業務委託など。

　予約時に電話がつな
がりにくく不安でした
が、予約できてほっと
しました。普段手指消
毒などの感染対策は
行っていましたが、接
種後はまず孫に会いに
行きたいです。
　　 （鈴木 幸子さん）

　孫に電話してもら
い、４日目で予約で
きましたよ。普段は
外出自粛などの感
染対策を行っていま
す。接種後は旅行に
行きたいです。　　  
　　  （神長 順さん）

　予約は仕事をしなが
らだったので大変だっ
たよ。普段は不要な
外出を控えているので、
接種後は持病があるか
らマスク着用にはなる
けど、また同級生と旅
行に行きたいなあ。
　　  （村田 尚夫さん）

▲期待と不安が入り混じるワクチン
　接種会場

あちこちまちあちこちまちdededededeインタビュー!

工事請負契約の締結

一般会計補正予算

５月25日から順次始まった新型コロナウイルスワクチン
の集団接種。６月１日に接種会場となったやすらぎの里に
出向き、町民のみなさんの思いを伺いました。

　無線設備規則の改正による防災行政無線を
新規格に適合

　６月定例会で審議された議案の中から
注目議案をご紹介します。（議案採決 P８）

　新型コロナウイルス感染症に関連する給付
金、成田空港の機能強化に関連する業務委託

議案第４号（契約）

議案第５号
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【償還払い】医療機関の窓口で３割負担分を支払った後に、町に
申請するとその金額から300円を差し引いた分が申請者の口座
へ払い戻しされていた。現物給付になったことで、直接医療機
関の窓口で300円のみを支払えば済むことになった。

　令和3年第2回定例会に提出された補正
予算は、総額で4754万円となりました。
アフターコロナを見据えた観光地の整備や、
新たな住宅拠点創出への具体的な施策など、
未来へ向かって動き出すための注目の一般
会計補正予算をご紹介します。

ひとり親家庭等医療
費等助成給付金

福祉保健課　子育て支援係
【児童福祉費】

<地方創生交付金活用事業>

※これまでの償還払いから現物
給付に変更され、利用者が増え
たための増額

144万円

窓口での負担方式が変更

令
和
３
年
第
２
回
定
例
会

新

向

た
な
ま
ち
づ
く
り
に

け
て
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2021年６月　注目の補正予算

川津場地区官民連携基盤
整備推進調査等業務

企画空港政策課　市街地整備準備室
【都市計画費】

<地方創生交付金活用事業>

官民が連携した基盤整備に向け
た基礎データ（調査・測量・設
計）収集や概略設計の検討を行う

1969万円

田園型居住地創出のための調査等業務

パスポート取得代行
手数料

教育委員会　学校教育係
【教育総務費】

令和3年度の中学生53名分のパ
スポートの取得代行手数料

85万4千円

中学生へパスポートを配布

ひこうきの丘物販ス
ペース建設工事

小池地区土地区画
整理事業

産業振興課　産業振興係
【商工費】

企画空港政策課　市街地整備準備室
【都市計画費】

建物を囲むウッドデッキやス
ロープの取り付けと舗装材を透
水性のあるものに変更

基本計画の作成、地権者説明会
を実施し拠点創出への事業の推
進を図る

290万円

1961万8千円

観光地の魅力をさらにアップ

住宅系拠点創出に向けた調査等業務

<地方創生交付金活用事業>

<地方創生交付金活用事業><地方創生交付金活用事業>
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R
■
４
月
21
日

移
住
・
定
住
推
進

Q （
平
山
議
員
）
し
ば
や
ま
暮
ら
し

「
移
住・
定
住
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

に
よ
る
と
、
芝
山
町
で
住
宅
を
取
得

す
れ
ば
、
最
大
１
２
０
万
円
の
補
助

と
な
って
い
る
。
近
隣
市
町
の
補
助
金

は
ど
の
く
ら
い
か
。

A
概
ね
30
万
円
か
ら
１
０
０
万
円

程
度
と
思
い
ま
す
。

Q
（
堀
越
議
員
）
こ
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
に
つ
い
て
は
大
変
良
い
も
の
だ

と
思
う
が
、
発
行
部
数
が
５
０
０
部

で
は
不
足
と
思
う
が
。

A
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
で
の
PR
方

法
を
考
え
な
が
ら
、
増
刷
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q
（
岩
内
議
員
）
防
音
工
事
を
行

わ
ず
に
空
調
機
の
更
新
が
で
き

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
昨
年
度

中
に
防
音
工
事
を
せ
ず
に
更
新
し
た

場
合
は
ど
う
な
る
の
か
。

A
昨
年
度
自
費
で
設
置
し
た
場
合

は
、
空
調
機
の
更
新
の
権
利
が

あ
る
も
の
と
認
め
、
次
に
更
新
す
る

場
合
に
Ｎ
Ａ
Ａ
か
ら
規
定
に
よ
る
補
助

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
始
ま
る

Q
（
堀
越
議
員
）
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

つ
い
て
、
基
礎
疾
患
の
あ
る
方

は
、
高
齢
者
の
接
種
が
終
了
し
て
か

ら
に
な
る
の
か
。

A
そ
の
通
り
で
す
。
基
礎
疾
患
の

あ
る
方
は
、
か
か
り
つ
け
医
師

に
相
談
し
て
か
ら
の
接
種
に
な
り
ま

す
。Q

（
麻
生
議
員
）
個
別
接
種
の
場

合
、予
約
キ
ャ
ン
セ
ル
の
扱
い
は
。

A
現
在
、
協
議
中
で
す
。

Q
（
萩
原
議
員
）
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

予
約
は
、
先
着
順
で
遅
く
な
る

と
接
種
で
き
な
く
な
る
の
か
。

A
現
在
は
、
65
歳
以
上
の
先
着
順

で
す
。

Q
（
實
川
議
員
）
第
６
次
障
害
福

祉
計
画
の
中
で
、
住
宅
改
修
の

件
数
が
「
０
」
に
な
って
い
る
が
、
今

ま
で
も
な
く
、
こ
れ
か
ら
も
な
い
と
い

う
こ
と
か
。「
０
」
で
あ
る
理
由
は
。

A
実
績
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
も
な
い

と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
に
簡
易
水
道

Q
（
小
嶋
議
員
）
川
津
場
、
菱
田

地
区
で
簡
易
水
道
と
し
て
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
る
の
は
い
つ
か
ら
か
。

A
菱
田
地
区
は
、
令
和
５
年
度
、

川
津
場
地
区
は
、
令
和
４
年
度

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

Q
（
坂
井
議
員
）
ひ
こ
う
き
の
丘

物
販
ス
ペ
ー
ス
の
事
業
主
体
は
。

Q
（
平
山
議
員
）
事
業
主
の
選
定

方
法
は
。

A
今
は
、
何
も
決
ま
っ
て
い
ま
せ

ん
。

■
６
月
３
日

防
災
行
政
無
線
更
新

Q
（
堀
越
議
員
）
防
災
行
政
無
線

の
更
新
は
、
シ
ス
テ
ム
を
更
新

す
る
の
か
。
ま
た
防
災
行
政
無
線
と

町
の
HP
の
連
携
は
行
わ
れ
る
の
か
。

A
今
回
は
ア
ン
サ
ー
バ
ッ
ク
機
能
の

撤
去
と
、
必
要
最
小
限
の
更
新

な
の
で
、
HP
と
の
連
携
は
含
ま
れ
て
い

ま
せ
ん
。

Q
（
伊
橋
議
員
）
防
災
行
政
無
線

の
停
電
の
際
の
対
応
は
。

全員協議会　  eportR

国
際
空
港 

　 

・
　
　
　
の
こ
れ
か
ら

〜
第
５
次
芝
山
町
総
合
計
画
ス
タ
ー
ト
〜

町タ
ウ
ン

芝
山

４
月
か
ら
６
月
ま
で
に
開
催
さ
れ
た
全
員
協
議
会
の
主
な
質
疑
を
報
告
し
ま
す
。

▲町での生活に関わる情報が満載
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土
地
が
残
っ
て
し
ま
う
が
、
空
港
エ

リ
ア
と
し
て
取
り
込
め
な
い
か
。

A
基
本
的
に
許
可
区
域
外
の
土
地

に
つ
い
て
は
、
対
応
で
き
ま
せ
ん
。

Q
（
平
山
議
員
）
現
況
が
山
林
と

な
っ
て
い
る
土
地
を
耕
し
て
農

地
と
し
て
売
買
交
渉
し
て
い
る
場
合

が
あ
る
が
、
そ
の
扱
い
は
。

A
原
則
、
現
況
地
目
で
の
買
い
取

り
と
し
、
山
林
を
切
り
開
い
て

農
地
と
い
う
の
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

Q
（
平
山
議
員
）
移
転
代
替
地
の

形
が
見
え
な
い
が
、
進
捗
状
況

は
。A

川
津
場
、
菱
田
の
代
替
候
補
地

つ
い
て
は
、
既
に
測
量
を
終
え
て

お
り
、
地
権
者
と
用
地
交
渉
中
の
段

階
で
す
。

Q
（
堀
越
議
員
）
移
転
代
替
地
の

販
売
価
格
を
早
く
提
示
し
て
ほ

し
い
。
防
音
工
事
の
対
象
者
が
増
加

し
て
い
る
の
で
、
申
請
を
よ
り
ス

ム
ー
ズ
に
進
め
て
い
た
だ
き
た
い

が
。A

代
替
地
の
譲
渡
価
格
は
ま
だ
決

定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
移
転
希

望
者
の
方
々
に
は
夏
頃
に
は
条
件
を

提
示
し
、
ご
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

……質問（Question）
……応答（Answer）を示しています。

Q
A

A
今
回
の
更
新
で
は
、
対
応
で
き

て
い
ま
せ
ん
が
、
非
常
事
態
の
対

応
な
の
で
来
年
度
予
算
に
向
け
て
金

額
等
を
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q
（
實
川
議
員
）
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
更
新
は
い
つ
ご
ろ
か
。

A
令
和
３
年
度
末
完
成
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

Q
（
堀
越
議
員
）
小
池
拠
点
整
備

で
の
合
意
形
成
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。A

令
和
７
年
の
事
業
認
可
に
向
け

て
い
る
の
で
、
そ
の
都
度
説
明

会
を
開
催
し
、
令
和
６
年
度
末
ま
で

に
は
合
意
形
成
を
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て

Q
（
堀
越
議
員
）
町
独
自
で
１
人

１
万
円
の
補
助
の
制
度
を
創
る

の
か
。

A
ひ
と
り
親
世
帯
の
他
に
低
所
得

者
層
へ
町
か
ら
１
万
円
の
補
助

と
な
り
ま
す
。

Q
（
岩
内
議
員
）
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

キ
ャ
ン
セ
ル
は
あ
っ
た
か
。

A
キ
ャ
ン
セ
ル
は
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
場
合
、
新
た
に
予
約
の
取
り

直
し
に
な
り
ま
す
。

Q
（
坂
井
議
員
）
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

つ
い
て
、
保
育
や
教
育
に
携
わ

る
人
を
優
先
的
に
接
種
で
き
な
い
か
。

A
国
の
段
階
的
な
接
種
に
準
じ
て

進
め
て
い
る
の
で
、
難
し
い
で
す
。

Q
（
小
嶋
議
員
）
５
月
20
日
に
、

熊
谷
知
事
が
成
田
空
港
に
来
た

が
意
見
交
換
の
内
容
は
。

A
９
市
町
か
ら
は
、
特
区
に
関
す

る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
空
港

建
設
に
よ
り
移
転
者
が
町
内
に
残
る

よ
う
に
国
、
県
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
ほ

し
い
と
伝
え
ま
し
た
。

移
転
の
進
捗
状
況
は

　
成
田
空
港
の
運
用
状
況
と
更
な
る

機
能
強
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

（
Ｎ
Ａ
Ａ
か
ら
の
説
明
）

Q
（
小
嶋
議
員
）
土
地
買
収
で
国

道
と
調
整
池
の
間
に
使
え
な
い

　
こ
れ
ま
で
は
Ｎ
Ａ
Ａ
の
助
成
を
受

け
て
設
置
し
た
空
調
機
の
み
が
対
象

で
あ
っ
た
が
、
令
和
３
年
７
月
１
日

よ
り
共
生
財
団
・
町
か
ら
の
助
成
を

受
け
て
設
置
し
た
空
調
機
も
騒
音
移

転
時
に
返
納
金
を
求
め
る
こ
と
と
す

る
制
度
に
改
正

Q
（
小
嶋
議
員
）
制
度
改
正
の
対

象
は
、
騒
音
に
よ
る
移
転
の
み

か
。A

今
回
の
扱
い
は
騒
音
に
よ
る
移

転
の
み
が
対
象
で
す
。

Q
（
伊
橋
議
員
）
助
成
が
Ｎ
Ａ
Ａ

か
財
団
か
町
か
は
ど
う
や
っ
て

調
べ
る
か
。

A
役
場
窓
口
で
、
個
別
に
確
認
し

て
い
た
だ
け
ま
す
。

Q
（
岩
澤
議
員
）
移
転
補
償
契
約

締
結
か
ら
、
実
際
に
移
転
す
る

ま
で
２
，
３
年
か
か
る
の
が
実
情
と

思
わ
れ
る
が
、
返
納
金
を
求
め
る
時

点
が
契
約
締
結
時
点
と
い
う
の
は
い

か
が
な
も
の
か
。。

A
契
約
締
結
か
ら
実
際
に
移
転
す

る
ま
で
の
期
間
は
様
々
と
思
わ

れ
る
が
、
統
一
的
な
基
準
を
設
け
る
た

め
契
約
締
結
時
点
と
な
り
ま
す
。

■
６
月
11
日

空
調
機
の
取
り
扱
い

▲子局に取り付けられたアンサーバック
　機能の撤去
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議案�
番号

上程された
議案・概要・結果�

賛成：○　反対：×　欠席：欠　退席：退

議席
番号 議

会
だ
よ
り

掲
載
ペ
ー
ジ

①②③④⑤⑥⑧⑨⑩⑪⑫
⑦
議
長

議
決

結
果

岩
内　
章

坂
井
慶
子

實
川
嘉
一

萩
原
正
規

堀
越
保
夫

麻
生
孝
之

伊
橋
寿
夫

小
嶋
秀
樹

戸
井
沢
夫

内
田
白
民

平
山　
弘

岩
澤
達
弥

専決処分の承認

第１号
専決処分の承認を求めることについて（令和２年度
一般会計補正予算（第１１号））新型コロナウィルスワク
チン接種体制確保事業

可決 
賛（11）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第２号
専決処分の承認を求めることについて（令和３年度
一般会計補正予算（第１号））福祉センター屋内消火栓
ポンプ改修工事

可決 
賛（11）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第３号 専決処分の承認を求めることについて（芝山町税
条例等の一部改正）固定資産・税個人住民税見直し

可決 
賛（11）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

契約の締結

第４号 工事請負契約の締結（町内防災行政無線親局設備
及び子局を新規格に適合させる工事）

可決 
賛（11）・否（ 0 ）Ｐ3、6、7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和３年度補正予算

第５号
芝山町一般会計（第２号）（小池地区区画整理事業調
査等業務委託、川津場地区官民連携基盤整備推進調査
等業務委託、代替地専用水道実施設計業務委託等4,424
万1千円を増額し、総額57億7,754万1千円とする）

可決 
賛（11）・否（ 0 ）Ｐ3、4、5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第６号
芝山町共同浄化槽事業特別会計（第１号）（代替地
共同浄化槽実施設計業務委託253万7千円を増額し、
総額4,483万7千円とする）

可決 
賛（11）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

報告

第１号
令和２年度芝山町一般会計継続費繰越計算書
（令和２年度から令和３年度の継続事業として町勢要
覧作成業務の繰越計算書）

－ － － － － － － － － － － －

第２号
令和２年度芝山町農業集落排水事業特別会計継
続費繰越計算書（令和２年度から令和３年度の継続事
業として地方公営企業法適用支援業務の繰越計算書）

－ － － － － － － － － － － －

第３号
令和２年度芝山町公共下水道事業特別会計継続
費繰越計算書（令和２年度から令和３年度の継続事
業として地方公営企業法適用支援業務の繰越計算書）

－ － － － － － － － － － － －

第４号
令和２年度芝山町一般会計繰越明許費繰越計算
書（令和２年度から令和３年度の議会棟会議室音響設備改
修工事、地下水調査業務委託等の繰越明許費繰越計算書）

－ － － － － － － － － － － －

第５号
令和２年度芝山町公共下水道事業特別会計繰越
明許費繰越計算書（令和２年度から令和３年度の小池
処理区全体計画等策定業務の繰越明許費繰越計算書）

－ － － － － － － － － － － －

第６号
令和２年度芝山町一般会計事故繰越し繰越計算
書（令和２年度から令和３年度のはにわ台団地災害復
旧工事（水路）等の事故繰越し繰越計算書）

－ － － － － － － － － － － －

第７号
専決処分の報告（いすゞ自動車首都圏㈱敷地内の駐車場よ
り出庫させる際に、前方の車両を避けるハンドル操作により、別
の駐車中の車両と接触した事故の損害賠償額の決定と和解）

－ － － － － － － － － － － －

議員発議（請願の採択による発議）

第１号 国における２０２２年度教育予算拡充に関する意
見書

可決 
賛（11）・否（ 0 ） Ｐ2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第２号 義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書 可決 
賛（11）・否（ 0 ） Ｐ2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和３年第２回定例会で
審議した議案とその結果議員の賛否を公開

※議長は採決に加わりません。

会派名 人数 
( 人 )

活動費 
( 円 ) 所属議員 主な使途

創芝会 ６ 268,586

◎内田白民
　平山　弘
　麻生孝之
　實川嘉一
　坂井慶子
　岩内　章

資料購入費
（新聞購読料
等）
事務費（議員
手帳等）

平成会 ３ 182,340
◎岩澤達弥
　堀越保夫
　萩原正規

調査研究費
（県外視察/福
島県小野町）
資料購入費（新
聞購読料等）
事務費（議員
手帳等）

会派名 人数 
( 人 )

活動費 
( 円 ) 所属議員 主な使途

地方自治
研究会 １ 13,970 ◎伊橋寿夫 資料購入費（図書

購入）
清祥会 １ 700 ◎小嶋秀樹 事務費（議員手帳）

緑の会 １ 63,397 ◎戸井沢夫

調査研究費（県外視
察 /福島県小野町）
資料購入費（新聞
購読料等）
事務費（議員手帳
等）

合　計
（５会派） 12 528,993 （◎は会派

代表）

「芝山町議会政務活動費の取扱いに関する基準」に基づき、
令和２年度分の政務活動費支出状況をお知らせします。

【政務活動とは】議員が町の課題や町民の意
思を把握した上で、町政に反映させるため
に行う調査研究活動などです。主に、視察
や現地調査の旅費、資料購入費などに使わ
れております。芝山町議会では新聞購読料
は２紙目を資料購入費として認めています。

【政務活動費とは】「芝山町議会政務活動費
の交付に関する条例」に基づき交付される
ものです。芝山町議会では一人当たり年間
72,000 円（月額 6,000 円）を上限に年度
末精算方式を採用しており、１年分まとめ
て会派に支出しています。

町政への政策提言を研究
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【一般質問】芝山町議会の場合、質問時間は答弁を含めて６０分以内とされており、
一つの項目に関して再質問は２回までとされています。

最善の答えを見つけるため一般
質問

坂井慶子議員

麻生孝之議員

實川嘉一議員

堀越保夫議員

岩内  章議員

小嶋秀樹議員

※今定例会の傍聴者は16人でした。

・ 子育て支援の新たな発想
・役場の窓口業務
・観光拠点の公園整備

・水道事業
・公共交通
・国家戦略特区
・子育て支援

・少子化対策
・教育施設等
・介護保険

・町農業の将来
・成田空港の将来
・MY CITY REPORT

・情報発信
・観光事業
・高谷川沿い新設道路

・第５次総合計画

町の様々な課題に対して、提出議案とは関係なく議員個人が自由に考えを聞くことが出来る一般質問。
第2回定例会では6名の議員が登壇し、直面している問題の解決や町の将来像について、それぞれの視点
から質問を投げかけました。

　　　　　　議員質問の中で町の課題・方向性が勉強で
きて参考になりました。町長答弁には、トップリーダー
としてのビジョンと熱意が感じられました。(70代男性)

傍聴席の声

P10

P11

P12

P13

P14

P15
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混
雑
も
な
く
な
り
、
新
た
な
業
務
を

行
え
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

【
町
長
】
現
在
、
戸
籍
に
関
す

る
シ
ス
テ
ム
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

と
の
情
報
連
携
を
行
う
全
国
的
な
改

修
が
進
ん
で
お
り
、
今
後
、
旅
券
発

給
に
も
こ
の
仕
組
み
が
活
用
さ
れ
る

計
画
が
あ
る
の
で
、
時
期
を
見
定
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

ス
カ
イ
パ
ー
ク
内
の
ひ
こ
う
き

の
丘
と
空
の
駅
に
子
供
向
け
の

遊
具
が
あ
る
公
園
を
望
む
若
い
世
代

の
声
が
多
い
が
ど
う
か
。

【
町
長
】
ひ
こ
う
き
の
丘
は
平

坦
な
場
所
が
少
な
い
こ
と
や
航

空
法
の
高
さ
制
限
の
規
制
な
ど
の
考

慮
が
必
要
で
す
。
空
の
駅
は
現
在
、

コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
芝
生
広
場
に

テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
を
増
設
し
て
い
ま

す
が
、
コ
ロ
ナ
収
束
後
に
は
遊
具
の

設
置
を
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
ア
ウ
ト
ド
ア
で
楽

し
め
る
場
所
が
見
直
さ
れ
て
い

る
。
芝
山
公
園
の
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
遊

具
を
増
や
せ
ば
、
住
民
に
と
っ
て
も

遠
方
か
ら
の
観
光
客
に
と
っ
て
も
憩

い
の
場
所
に
な
る
。
お
寺
や
は
に
わ

博
物
館
も
あ
り
、
真
上
を
飛
行
機
が

飛
ぶ
風
景
は
他
に
は
な
い
魅
力
と
な

る
と
思
う
が
。

【
町
長
】
芝
山
公
園
の
遊
具
に

つ
い
て
は
老
朽
化
で
撤
去
さ
れ

た
も
の
も
あ
り
、
少
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
現
状
は
認
識
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
公
園
の
再
整
備
を
進
め
て

い
く
中
で
観
光
地
と
し
て
の
魅
力
発

信
の
検
討
を
い
た
し
ま
す
。

か
ら
支
給
を
開
始
し
、
第
２・
３
子

ま
で
の
支
給
を
増
額
す
る
の
が
現
状

に
合
っ
て
い
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

【
町
長
】
確
か
に
大
き
く
時
代

は
変
化
し
、
過
去
5
年
間
の
出

生
児
の
約
半
数
は
第
1
子
で
あ
る
こ

と
か
ら
も
、
祝
い
金
の
支
給
に
つ
い

て
は
今
後
制
度
内
容
を
研
究
し
直
し

ま
す
。平

成
31
年
度
3
月
議
会
で
パ
ス

ポ
ー
ト
申
請
業
務
を
開
設
に
つ

い
て
提
案
し
た
。
こ
の
業
務
に
は
近

隣
市
町
の
住
民
も
互
い
に
利
用
で
き

る
「
広
域
性
」
が
あ
り
、
町
の
中
学

生
に
も
自
ら
申
請
さ
せ
れ
ば
「
教
育

の
一
環
」
に
も
な
る
。
ま
た
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
い
コ
ン
ビ
ニ
交

付
の
利
用
促
進
を
す
れ
ば
、
窓
口
の

『一般質問』

坂井 慶子　議員
（創芝会）

（所要時間60分）

現
在
町
で
は
「
出
産
祝
い
金
事

業
」
と
し
て
第
２
子
10
万
円
、

第
３
子
30
万
円
、
第
4
子
50
万
円
、

第
5
子
以
降
70
万
円
の
支
給
が
あ
る
。

し
か
し
実
際
に
は
第
1
子
の
出
産
・

子
育
て
こ
そ
精
神
的
・
経
済
的
に
負

担
が
か
か
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
支
給

対
象
に
な
ら
な
い
。
ま
た
令
和
元
年

の
町
民
意
識
調
査
で
は
理
想
の
子
ど

も
の
人
数
は
「
３
人
」
と
の
回
答
が

過
半
数
を
超
え
る
。
よ
っ
て
第
１
子

子育て支援に
新たな発想を

KEIKO SAKAI

観
光
拠
点
の
公
園
整
備
で

人
を
呼
び
込
め

第
１
子
か
ら
出
産
祝
い

金
の
支
給
を

パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
業
務
を

再
び
問
う

▲芝山公園で元気に遊ぶ子供たち
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『一般質問』

（清祥会）

（所要時間60分）

『一般質問』

住
宅
系
拠
点
３
地
点
の
市
街
地

整
備
事
業
、そ
の
完
了
時
期
は
。

ま
た
、
産
業
用
地
創
出
の
具
体
的
な

事
業
は
。

【
町
長
】
小
池
と
千
代
田
は
10

年
以
内
、
川
津
場
は
５
年
以
内

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
産
業
用
地
は

県
、
Ｎ
Ａ
Ａ
と
連
携
し
て
事
業
の
検

討
を
進
め
ま
す
。

圏
央
道
関
連
の
観
光
・
防
災
施

設
は
検
討
が
始
ま
っ
た
ば
か

り
、
供
用
開
始
に
間
に
合
う
の
か
。

【
町
長
】
圏
央
道
の
開
通
に
は

間
に
合
い
ま
せ
ん
が
、
Ｃ
滑
走

路
の
供
用
ま
で
に
は
整
備
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

町
西
側
地
域
の
新
規
公
共
交
通

の
創
出
、
そ
の
検
討
内
容
は
。

【
町
長
】
今
後
策
定
さ
れ
る
「
地

域
公
共
交
通
計
画
」
の
中
で
検

討
し
ま
す
。

「
騒
音
対
策
は
格
差
の
な
い
対

策
に
努
め
る
」と
し
て
い
る
が
、

騒
音
コ
ン
タ
ー
線
に
よ
る
再
度
の
集

落
分
断
が
起
き
て
い
る
。
今
後
ど
う

対
応
す
る
の
か
。

【
町
長
】
現
時
点
で
は
１
戸
残

し
を
解
消
す
る
の
が
限
界
で

す
。
今
後
の
進
捗
状
況
を
見
て
集
落

分
断
の
解
消
を
検
討
し
ま
す
。

人
口
増
の
必
須
条
件
は
上
水
道

の
整
備
、
そ
の
財
源
と
工
事
完

了
の
目
標
は
何
年
後
か
。

【
町
長
】
国
・
県
の
補
助
金
、

公
営
企
業
債
、
一
般
会
計
か
ら

充
当
し
ま
す
。
移
転
代

替
地
の
専
用
水
道
は
、

川
津
場
は
４
年
度
、
千

代
田
は
５
年
度
完
成
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
産
米
の

大
幅
な
価
格
下
落

が
予
想
さ
れ
る
中
、
基

幹
産
業
た
る
農
業
を
守

る
た
め
の
町
独
自
の
対

策
は
。【町

長
】
飼
料
用
米
へ
の
転
作

補
助
金
を
継
続
し
ま
す
。

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業

や
人
・
農
地
プ
ラ
ン
策
定
事
業

な
ど
、
う
ま
く
進
捗
し
て
い
な
い
が

そ
の
要
因
と
推
進
す
る
施
策
は
何

か
。【

町
長
】
申
請
条
件
や
申
請
書

類
、
事
業
報
告
書
な
ど
の
事
務

作
業
等
が
煩
雑
過
ぎ
る
の
が
主
因
で

未
来
の
設
計
図

　
　
第
５
次
総
合
計
画

す
。
圃
場
整
備
を
含
め
て
、
行
政
か

ら
の
丁
寧
な
対
応
に
務
め
ま
す
。

国
道
２
９
６
号
と
は
に
わ
道
、

早
急
に
４
車
線
化
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

【
町
長
】
２
９
６
号
の
４
車
線

化
を
最
優
先
に
要
望
し
ま
す
。

ま
た
、
は
に
わ
道
は
他
の
道
路
と
の

整
合
性
を
図
り
な
が
ら
順
次
検
討
し

ま
す
。高

齢
化
に
伴
い
今
後
も
増
加
し

続
け
る
社
会
保
障
費
、
こ
れ
を

抑
制
す
る
町
の
対
策
は
。

【
町
長
】
高
齢
者
の
保
健
事
業

全
般
を
一
体
と
し
て
取
り
組
む

た
め
、
国
保
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
、
介
護
保
険
を
所
管
す
る
各
担
当

課
の
横
断
的
な
話
し
合
い
を
進
め
て

い
ま
す
。

HIDEKI KOJIMA

各
分
野
の
具
体
的
な
施
策

に
つ
い
て
問
う

▲令和３年度よりスタートした第５次総合計画

小嶋 秀樹　議員
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町
民
の
皆
様
か
ら
道
路
等
々
の

状
況
を
メ
ー
ル
やLIN

E

な
ど

で
い
た
だ
く
方
法
を
ご
研
究
い
た
だ

け
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
進
捗
は
。

道
路
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
、
下
水
道
マ

ン
ホ
ー
ル
、
排
水
溝
な
ど
で
所
管
が

異
な
り
、
一
元
化
に
も
省
力
化
に
も

繋
が
る
と
思
う
が
。

【
町
長
】
県
知
事
が
市
長
時
代

に
取
り
入
れ
た
経
緯
も
あ
り
、

県
と
し
て
も
考
慮
さ
れ
て
い
く
と
思

い
ま
す
の
で
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
方

法
を
学
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

耕
作
放
棄
地
が
年
々
増
加
し
て

い
る
が
町
と
し
て
の
対
策
は
。

【
町
長
】
多
面
的
機
能
支
払
い

交
付
金
の
活
用
、
新
規
就
農
者

へ
の
支
援
を
実
施
し
て
お
り
、
圃
場

整
備
の
提
案
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
ア
ン
ケ
ー

ト
の
中
で
も
成
田
用
水
の
負
担

金
は
相
当
な
重
荷
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
補
助
や
広
く
考
え
肥
料
に
対
す

る
助
成
な
ど
も
考
え
て
い
く
べ
き
で

は
。【

町
長
】
そ
こ
ま
で
は
負
担
し

き
れ
ま
せ
ん
。
高
谷
川
沿
い
の

耕
地
整
理
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。

意

現
在
の
農
業
の
実
情
を
見
て
考

え
方
や
視
点
を
変
え
れ
ば
可
能

今
回
の
特
区
提
案
は
実
現
可
能

と
考
え
る
か
。

【
町
長
】
今
回
の
国
家
戦
略
特

区
の
提
案
全
て
の
成
就
は
難
し

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
土
地
利
用
の

規
制
緩
和
は
可
能
性
が
あ
る
と
、
私

見
で
は
考
え
て
い
ま
す
。

意

町
独
自
の
ま
た
は
成
田
、
多
古
、

空
港
と
タ
ッ
グ
を
組
ん
だ
特
区

提
案
や
農
振
の
規
制
緩
和
だ
け
に
特
化

し
た
申
請
も
検
討
す
べ
き
と
思
う
が
。

集
団
移
転
先
用
地
の
価
格
を
示

し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
町
の
将

来
を
考
え
た
中
で
も
急
務
だ
と
思
う

が
、
町
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
。

【
町
長
】
空
港
会
社
に
対
し
て

進
捗
状
況
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

随
時
、
伝
え
て
ほ
し
い
旨
の
お
願
い

を
し
て
い
ま
す
。
町
と
し
て
は
イ
ン

フ
ラ
整
備
な
ど
を
進
め
る
こ
と
に
注

力
し
て
い
き
ま
す
。

空
港
機
能
強
化
の
よ
り
円
滑
な

進
行
、
町
民
に
空
港
が
あ
っ
て

良
か
っ
た
と
心
か
ら
感
じ
て
い
た
だ

く
に
は
さ
ら
な
る
騒
音
下
住
民
対
策

も
考
え
て
い
く
べ
き
で
は
。

【
町
長
】
機
能
強
化
の
進
捗
状

況
と
財
源
の
バ
ラ
ン
ス
を
み
て
、

さ
ら
な
る
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

で
は
。
耕
地
整
理
は
地
主
の
負
担
金

が
ゼ
ロ
で
な
け
れ
ば
進
ま
な
い
と
思

う
。
木
戸
川
沿
い
の
排
水
整
備
も
研

究
が
必
要
だ
と
思
う
。

農
業
関
係
補
助
金
の
一
覧
を
作

成
い
た
だ
け
る
よ
う
要
望
し
た

が
進
捗
は
。

【
町
長
】
農
政
係
に
お
い
て
早

速
、
作
成
し
JA
機
関
、
丸
朝
に

配
布
し
、
町
HP
に
も
掲
載
し
ま
し
た
。

多
く
の
皆
様
に
参
考
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

千
葉
県
が
国
に
対
し
て
国
家
戦

略
特
区
の
提
案
を
し
た
が
町
と

し
て
取
り
組
む
べ
き
こ
と
は
。

【
町
長
】
土
地
利
用
の
メ
リ
ハ

リ
を
つ
け
た
地
域
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

『一般質問』

わ
か
り
や
す
く
、
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に

将
来
の
町
農
業
は

成
田
空
港
の
将
来
は

YASUO HORIKOSHI

堀越 保夫　議員
（平成会）

（所要時間60分）

２つの
基幹産業を
問う
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『一般質問』

ツ
イ
ッ
タ
ー
を
開
設
し
て
約
４

か
月
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
の
推
移
と

情
報
発
信
方
法
と
し
て
の
見
解
は
。

【
町
長
】
６
月
１
日
現
在
で
ツ

イ
ッ
タ
ー
が
１
１
３
人
、
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
が
53
人
で
す
。
各
投
稿

の
閲
覧
数
も
５
０
０
件
ほ
ど
あ
る
た

め
、
非
常
に
有
効
な
情
報
発
信
の
一

つ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
主
に
町
民
へ
の
お
知
ら

せ
を
中
心
に
発
信
し
て
い
る
よ

う
だ
が
、
お
知
ら
せ
だ
け
で
な
く
、

も
っ
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
の
あ
る
こ
と

も
発
信
し
て
よ
い
の
で
は
。

【
町
長
】
効
果
的
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
自
治
体
を
参
考

に
し
な
が
ら
調
査
研
究
を
し
ま
す
。

情
報
共
有
機
能
と
し
て
リ
ツ

イ
ー
ト
と
い
う
方
法
が
あ
る
が
、

現
在
本
町
で
は
活
用
し
て
い
な
い
の

で
、
千
葉
県
の
情
報
や
、
周
辺
市
町

村
の
情
報
な
ど
を
積
極
的
に
共
有
し

て
み
て
は
。

【
町
長
】
芝
山
古
墳
・
は
に
わ

博
物
館
な
ど
の
投
稿
を
参
考
に

運
用
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

４
月
に
成
田
ス
カ
イ
パ
ー
ク
イ

ン
芝
山
が
オ
ー
プ
ン
し
た
が
、

利
用
者
の
状
況
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
４
月
20
日
に
オ
ー
プ

ン
し
、
４
月
が
16
名
、
５
月
が

48
名
、
計
64
名
の
方
が
利
用
し
ま
し

た
。

成
田
ス
カ
イ
パ
ー
ク
イ
ン
芝
山

に
対
し
、
今
後
町
と
し
て
ど
の

よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
け
る

の
か
。【町

長
】
ソ
フ
ト
面
、
ハ
ー
ド

面
の
補
助
事
業
の
実
施
内
容
を

含
め
、
し
っ
か
り
と
協
議
、
連
携
す

る
と
と
も
に
、
PR
活
動
な
ど
に
つ
い

て
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

み
ど
り
と
空
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
次
に
考
え
て
い
る
案
、
新
し

い
案
な
ど
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
て

い
る
か
。

【
町
長
】
毎
月
開
催
を
し
て
い

る
定
例
会
に
町
と
し
て
参
加
し

て
お
り
、
連
絡
や
相
談
を
随
時
行
っ

て
い
ま
す
。

道
路
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

【
町
長
】
周
辺
交
通
状
況
や
土

地
利
用
状
況
な
ど
、
比
較
検
討

を
行
い
、
最
適
案
の
選
定
を
行
い
ま

し
た
。町

道
８
号
線
と
県
道
八
日
市
場

八
街
線
を
結
ぶ
町
負
担
の
区
間

は
、
Ｎ
Ａ
Ａ
保
障
の
工
事
区
間
と
並

行
し
て
工
事
を
行
う
の
か
。

【
町
長
】
Ｎ
Ａ
Ａ
区
間
と
町
負

担
区
間
に
工
区
を
分
け
て
、
事

業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

住
民
説
明
会
や
用
地
交
渉
は
ど

の
よ
う
に
行
う
の
か
。

【
町
長
】
計
画
路
線
上
に
用
地

を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象

に
説
明
会
を
実
施
予
定
で
す
。

岩内 　章　議員
（創芝会）

（所要時間60分）

情
報
発
信
の
多
様
化
を

観
光
に
力
を

高
谷
川
沿
い
新
設
道
路
の

予
定
は

AKIRA IWAUCHI

▲着々と計画が進む高谷川沿い道路。今はまだ穏やか
な田園風景が広がる。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
さ
ら
な
る

情
報
発
信
を
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移
転
候
補
地
の
専
用
水
道
設
置

の
進
捗
状
況
は
。

【
上
水
道
準
備
室
長
】
基
本
設

計
業
務
委
託
を
締
結
し
、
施
設

の
仕
様
検
討
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
各
地
区
で
説
明
会
を
開
催

し
た
と
こ
ろ
、
維
持
管
理
や
水
道
料

金
が
発
生
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
個

別
井
戸
を
設
置
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
専

用
水
道
の
整
備
を
お
こ
な
う
か
、
個

別
井
戸
を
設
置
す
る
か
、
移
転
対
象

の
皆
様
へ
意
向
確
認
を
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。

仮
に
専
用
水
道
か
ら
個
別
井
戸

で
対
応
し
た
場
合
、
上
水
道
に

接
続
で
き
る
目
安
は
。

【
上
水
道
準
備
室
長
】
移
転
代

替
地
に
お
け
る
町
営
水
道
の
給

水
開
始
に
つ
い
て
は
、
菱
田
地
区
は

令
和
10
年
度
、
川
津
場
地
区
は
令
和

14
年
度
を
目
途
と
し
て
予
定
し
て
い

ま
す
。

意

移
転
さ
れ
る
方
々
の
意
向
を

し
っ
か
り
聞
い
て
検
討
し
て
も

ら
い
た
い
。

れ
た
三
つ
の
拠
点
と
連
携
し
て
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
上
水
供

給
事
業
体
か
ら
の
受
水
に
は
構
成
団

体
の
合
意
形
成
に
長
期
の
時
間
を
要

す
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
地
下
水
を

水
源
と
す
る
予
定
で
す
。

公
共
交
通
の
課
題
解
決
を

町
西
側
地
域
の
公
共
交
通
が
不

足
し
て
い
る
と
思
う
が
、
課
題

の
一
つ
と
し
て
認
識
す
る
べ
き
で
は
。

【
企
画
空
港
政
策
課
長
】
町
と

し
て
も
西
側
地
域
の
公
共
交
通

の
適
正
化
を
課
題
と
し
て
認
識
し
て

い
ま
す
。
小
池
拠
点
構
想
を
始
め
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
連
携
し

な
が
ら
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通
の

方
策
を
明
確
に
し
、
具
現
化
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

上
水
道
事
業
の
進
捗
状
況
は
。

【
上
水
道
準
備
室
長
】
認
可
申

請
書
の
作
成
委
託
業
務
を
締
結

し
、
給
水
区
域
や
管
路
、
施
設
の
検

討
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

事
業
の
基
礎
と
な
る
給
水
人
口
、
給

水
量
、
施
設
整
備
計
画
に
つ
い
て
上

半
期
末
を
目
途
に
取
り
ま
と
め
る
予

定
で
す
。
そ
の
後
、
概
算
事
業
費
を

算
定
し
水
道
料
金
の
設
定
や
経
常
収

支
の
算
出
を
お
こ
な
い
、
年
度
内
の

認
可
取
得
に
向
け
て
申
請
書
の
作
成

を
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。

水
源
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に

検
討
し
て
い
る
の
か
。

【
上
水
道
準
備
室
長
】
水
源
に

つ
い
て
は
、
上
水
供
給
事
業
体

か
ら
の
受
水
や
地
下
水
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
が
、
町
の
水
道
整
備
は
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
位
置
づ
け
ら

『一般質問』TAKAYUKI ASOU

移
転
対
象
者
の
意
向
を
踏

ま
え
て

▲水道事業の先駆けとして掘削された
大台井戸

麻生 孝之　議員
（創芝会）

（所要時間46分）

町発展の
重要インフラとして
上水・公共交通
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【小中一貫教育】小中９年間の学びが一貫した教育。小中の組織がそれぞれ独立し、小学校をいっ
たん卒業して中学校へ入学する「小中一貫型小中学校」と、一つの組織下で９年間が連続した「義
務教育学校」の二つの形態がある。学校教育法の改正で２０１６年度から開設が可能になった。

『一般質問』

出
産
か
ら
大
学
ま
で
支
援

少
子
化
対
策
の
次
な
る
構
想
は

あ
る
か
。

【
町
長
】
子
育
て
を
仮
に
出
産

か
ら
大
学
ま
で
と
捉
え
た
場
合
、

人
が
暮
ら
す
場
所
、
言
い
換
え
れ
ば

家
を
建
て
な
け
れ
ば
人
口
増
や
少
子

化
対
策
の
決
定
的
な
対
策
に
は
な
り

ま
せ
ん
。

　

次
な
る
構
想
は
、
住
宅
を
整
備
し

て
い
く
と
同
時
に
、
公
共
交
通
の
見

直
し
や
公
園
・
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど

に
も
目
を
向
け
、
支
援
制
度
の
拡
充

と
合
わ
せ
て
選
ば
れ
る
町
へ
と
躍
進

さ
せ
て
い
き
ま
す
。

少
子
化
の
問
題
点
は
、
生
活
費

や
教
育
費
の
負
担
が
大
き
い
か

ら
と
考
え
る
が
。

【
町
長
】
学
校
給
食
費
の
無
償

化
な
ど
幅
広
く
子
育
て
世
代
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

理
想
の
子
育
て
施
設
及
び
理
想

の
教
育
施
設
の
あ
り
方
は
。�

【
町
長
】
小
学
校
は
建
替
え
、

中
学
校
は
大
規
模
改
修
を
見
込

ん
で
お
り
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
た
設
計
、
施
工
を
指
示
し
て
い
ま

す
。
教
育
施
設
と
は
、
そ
こ
で
学
ぶ

児
童
・
生
徒
が
学
び
や
す
く
、
教
職

員
は
働
き
や
す
い
、
保
護
者
や
地
域

住
民
の
皆
様
に
は
信
頼
さ
れ
る
、
そ

う
あ
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

小
中
一
貫
教
育
を

芝
山
町
公
共
施
設
等
個
別
計
画

は
策
定
さ
れ
て
い
る
が
、
千
葉

県
で
は
※
小
中
一
貫
教
育
の
義
務
教

育
学
校
が
３
校
誕
生
し
て
い
る
。
小

中
一
貫
校
に
つ
い
て
ど
う
思
わ
れ
る

か
。【

町
長
】
教
育
施
設
の
あ
り
、

方
を
検
討
中
で
あ
り
小
中
一
貫

教
育
へ
の
移
行
を
考
え
な
い
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
慎
重
に
判
断
す

べ
き
も
の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
現

時
点
に
お
い
て
は
各
校
が
、
従
来
通

り
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
従
来
通
り

に
学
校
独
自
の
実
践
を
積
み
重
ね
て

い
く
こ
と
が
良
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
受
領
委
任
払
い
」道
険
し

住
宅
改
修
費
の
支
払
い
方
法
に

受
領
委
任
払
い
を
導
入
で
き
な

い
か
。【町

長
】
令
和
２
年
３
月
に
実

施
し
た
８
期
介
護
保
険
事
業
計

画
策
定
に
係
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

中
で
、「
償
還
払
い
が
理
由
で
住
宅

改
修
、
福
祉
用
具
購
入
の
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る

か
、
今
後
あ
る
と
思
う
か
」
の
質
問

に
対
し
て
、「
あ
る
」と
の
回
答
が
９
・

８
％
で
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
引

き
続
き
検
討
し
ま
す
。

【
福
祉
保
健
課
長
】
厚
労
省
の

方
針
は
償
還
払
い
が
原
則
で
あ

り
、
今
後
と
も
正
確
な
支
払
い
事
務

を
行
う
た
め
償
還
払
い
が
よ
い
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。　

選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り

實川 嘉一　議員
（創芝会）

（所要時間49分）

KAICHI JITSUKAWA

小中一貫教育の二つの形態
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５
月
２
日
、
い
ぜ
ん
厳
し
い
コ
ロ
ナ
禍
の

下
で
開
催
さ
れ
た
町
の
成
人
式
。
私
た
ち
議

会
だ
よ
り
編
集
委
員
は
写
真
撮
影
の
た
め
２

名
の
会
場
入
り
が
許
可
さ
れ
ま
し
た
。

　
様
々
な
意
見
が
あ
る
中
、
１
月
の
開
催
は

急
き
ょ
延
期
と
い
う
苦
渋
の
決
断
が
下
さ

れ
、
実
行
委
員
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
新
成

人
の
方
々
に
と
っ
て
は
大
き
な
試
練
だ
っ
た

よ
う
で
す
。
感
受
性
豊
か
な
二
十
歳
の
心
に

は
、
悔
し
さ
や
時
に
無
力
さ
を
感
じ
る
こ
と

も
あ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
そ
の

一
方
で
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
様
々
な
考

え
が
あ
る
こ
と
、
思
い
通
り
に
い
か
な
い
こ

と
も
一
旦
受
け
入
れ
る
こ
と
で
、
次
の
チ
ャ

ン
ス
や
別
の
方
法
が
見
え
て
く
る
と
い
う
こ

と
⋮
そ
ん
な
発
見
も
し
な
が
ら
、
皆
で
知
恵

を
出
し
合
い
、
互
い
を
思
い
や
り
、
乗
り
越

え
て
き
た
の
だ
ろ
う
と
、
実
行
委
員
の
皆
さ

ん
と
触
れ
合
う
中
で
強
く
感
じ
取
り
ま
し

た
。
何
よ
り
今
回
の
成
人
式
が
、
新
成
人
の

皆
さ
ん
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
思
い
出

に
な
っ
た
こ
と
を
心
か
ら
願
わ
ず
に
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
。改
め
て
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
輝
く
よ
う
な
二
十
歳
の
笑
顔
を
前
に
、
議

会
と
し
て
、
議
員
と
し
て
、
町
の
未
来
を
作

る
責
任
の
重
さ
を
改
め
て
痛
感
し
た
五
月
晴

れ
の
成
人
式
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
編
集
委
員
一
同

My
Home Town

Episode 16

Ｑ どんなきっかけで、芝山町に
やって来ましたか？

　�数年前に仕事の関係と友人がいたこ
ともあり、静岡県から来ました。

Ｑ芝山町の印象は？

Ｑ芝山町での生活はどうですか？

　�とてものどかでのんびりしている所
だなあと感じましたね。

　大風の時の土ぼこりも印象的です。

　�以前住んでいた所に比べて、ゴミの
分別が厳しい反面、ゴミ袋の価格が
高くてビックリしました。

　�それと時間帯によっては道路の渋滞
がひどい時がありますね。

Ｑ町に望むことは？
　�土地はふんだんにあると思うのでショッピングモールなどの買い物が
できる場所や、自分はラーメンが好きなので飲食店などの誘致にも力
を入れてくれたらありがたいです。

通り過ぎるだけの町でなく立ち寄り
たい町、住みたいと思える町へ

「ある日突然あなたが主役」

Information
令和3年第3回芝山町議会
定例会のお知らせ

９月９日
　　24日
開催予定。
議会は、どなたでも傍聴できます。
私たちに一番身近な政治を感じて
みませんか。

編
集
後
記

㈭から
㈮

木
き む ら

村　博
ひろし

さん
（岩山）


